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〇基本避難所
火の君文化センター（2階建）
最大浸水深：−
2階床高：4.3ｍ
収容人数：82人

使用データ

〇 今回使用したデータは、想定最大規模
の浸水想定区域。

〇 本地区の前提となる降雨は、緑川流域
の12時間総雨量595ｍｍ｡

（※参考情報）
・平成２４年九州北部豪雨での１時間雨

量は最大１２４ｍｍ、２４時間雨量は
４９３ｍｍ（気象台資料）

・ 令和２年７月豪雨では、最大の２４時間
降水量が、489ｍｍ(球磨郡湯前町)

想定最大規模の大雨により、河川水位が、
氾濫注意水位を超える

避難判断水位を超える

氾濫危険水位を超える

浸水深が最大（図の通り）に達する

いずれかの場所で浸水が続く

6h

5h

1h

発災

避難勧告・
避難指示等※2

避難準備・
高齢者等避難情報※2

緑川が氾濫する

浸水深 0.5ｍ未満

浸水深 0.5ｍ以上3.0ｍ未満

浸水深 3.0ｍ以上5.0ｍ未満
浸水深 5.0ｍ以上10.0ｍ未満

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

危
険
度

高

低

基本避難所※1

指定避難所※2

※1：避難情報発令時に開設する避難所

※2：災害の危険性がなくなるまで必要な
期間滞在することを目的とした避難所

河川

浸水深（想定最大規模）
凡例

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等
も発令する場合があり、必ずしも本時系列
の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・
避難指示等は、降雨状況等を含め総合的に
判断し発令されるため、必ずしもこの通り
ではない。

※3:居住誘導区域内に浸水が到達する時間を
示している(参考図の箇所とは限らない)

居住誘導区域における浸水に関する時系列※1

居住誘導区域の一部※3で浸水が発生

【(参考資料)個別の分析結果(⑫城南地区)】 

 (ア)浸水深と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)浸水到達時間と都市情報の組み合わせ 
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都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

集中備蓄倉庫

分散備蓄倉庫

災害時協力企業井戸

市道など

国道

県道

配水池・貯水池など

浸水継続時間（想定最大規模）
凡例

危
険
度

高

低

浸水継続時間 24時間以上72時間未満

浸水継続時間 12時間以上24時間未満

浸水継続時間 12時間未満

・地域版ハザードマップ作成割合が約73％であり、作成推進が望ましい。
・地区の南西部に浸水リスクがある箇所が存在するものの、富合方面や他市町村等の避難施設と調整を行う

余地がある。

〔基礎情報〕
・地区内人口は、3,608人で、人口密度は30.1人/ha。
・地区内高齢者割合は、23.0％。

〔防災基盤（避難所関連情報等）〕
・基本避難所は、火の君文化センター

約1,600ｍ圏で、居住誘導区域を包含。2階建（収容人数約82人）、床高4.3ｍ(※居住誘導区域外)
・指定避難所は3か所（隈庄小学校、下益城城南中学校、城南福祉センター）。

約500ｍ圏で、居住誘導区域を包含。
・集中備蓄倉庫は1か所、分散備蓄倉庫は2か所、災害時協力企業井戸は近接して1か所存在。

〔災害リスク情報〕
・垂直避難に必要な階数 区域(浸水深0.5ｍ～3.0ｍ)は2階以上。
・白川破堤後約7時間で浸水が居住誘導区域に到達し、約10時間で浸水深が最大となる。
・基本避難所周辺の道路幅員は約12ｍ。（市道 宮地舞原第１号線)
・地区は12時間以下の浸水継続。

〔地区関連〕
・1つの校区があり、校区防災連絡会設立割合は100％。
・15の自治会があり、自主防災クラブ設立割合は100％、

地域版ハザードマップ作成割合は73％。
・15の要配慮者利用施設が存在。

課題

目安活用の例
１水平避難の確認

※避難に要する時間を考える際は、荒天時を想定してください。
1） 左下図(イ)を使って、自宅に一番近い避難所と自宅は、どれくらい時間がかかるか確認してください。
2） 自宅のある場所の浸水到達時間を確認してください
3） 1)と2)の時間を比べて、浸水するまでに避難所に避難ができるかを確認してください。

２垂直避難の確認
※一般的な住宅は、1階の天井の高は地面から3m、2階の天井の高さは地面から5ｍです。

4） 左上図（ア）を使って、自宅の浸水深を確認し、垂直避難が可能か確認してください。

３備蓄量の確認
5）上図(ウ)を使って、浸水継続時間を確認し、備蓄する品物や容量を確認してください。

（例：食料、飲料水、生活必需品等）

【(参考資料)個別の分析結果(⑫城南地区)】 

(ウ)浸水継続時間と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安となる情報と個別の課題(⑫城南地区) 
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〇基本避難所
南部まちづくりセンター（2階建）
最大浸水深：2.7ｍ
2階床高：4.3ｍ
収容人数：63人

使用データ

〇 今回使用したデータは、想定最大規模
の浸水想定区域。

〇 本地区の前提となる降雨は、白川流域
の２日間総雨量８６０ｍｍ｡

（※参考情報）
・平成２４年九州北部豪雨での１時間雨

量は最大１２４ｍｍ、２４時間雨量は
４９３ｍｍ（気象台資料）

・ 令和２年７月豪雨では、最大の２４時間
降水量が、489ｍｍ(球磨郡湯前町)

想定最大規模の大雨により、河川水位が、
氾濫注意水位を超える

避難判断水位を超える

氾濫危険水位を超える

浸水深が最大（図の通り）に達する

いずれかの場所で浸水が続く

5h

4h

51h

発災

避難勧告・
避難指示等※2

避難準備・
高齢者等避難情報※2

白川が氾濫する

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等も発令
する場合があり、必ずしも本時系列の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・避難指示等
は、降雨状況等を含め総合的に判断し発令されるため、
必ずしもこの通りではない。

1.1m(6h)

0m(5h)

60分

〇白川の破堤は、9k600地点(田崎橋付近)が破堤してから
の経過時間としている。

1.8m(8h)

2.3m(9h)

120分

60分

浸水深 0.5ｍ未満

浸水深 0.5ｍ以上3.0ｍ未満

浸水深 3.0ｍ以上5.0ｍ未満
浸水深 5.0ｍ以上10.0ｍ未満

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

危
険
度

高

低

基本避難所※1

指定避難所※2

※1：避難情報発令時に開設する避難所

※2：災害の危険性がなくなるまで必要な
期間滞在することを目的とした避難所

河川

浸水深（想定最大規模）
凡例

(参考)南部まちづくりセンター付近での
破堤後の時間経過と浸水深イメージ

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等
も発令する場合があり、必ずしも本時系列
の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・
避難指示等は、降雨状況等を含め総合的に
判断し発令されるため、必ずしもこの通り
ではない。

※3:居住誘導区域内に浸水が到達する時間を
示している(参考図の箇所とは限らない)

居住誘導区域における浸水に関する時系列※1

居住誘導区域の一部※3で浸水が発生

【(参考資料)個別の分析結果(⑬川尻地区)】 

 (ア)浸水深と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)浸水到達時間と都市情報の組み合わせ 
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都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

集中備蓄倉庫

分散備蓄倉庫

災害時協力企業井戸

市道など

国道

県道

配水池・貯水池など

浸水継続時間（想定最大規模）
凡例

危
険
度

高

低

浸水継続時間 24時間以上72時間未満

浸水継続時間 12時間以上24時間未満

浸水継続時間 12時間未満

〔基礎情報〕
・地区人口は、7,764人で、人口密度は55.5人/ha 。
・地区内高齢者割合は、29.2％。

〔防災基盤（避難所関連情報等）〕
・基本避難所は、南部まちづくりセンター

約1,600ｍ圏で、居住誘導区域を包含。2階建（収容人数約63人）、床高4.3ｍ、最大浸水深2.7ｍ
・指定避難所は2か所（川尻小学校、城南中学校）。

約1,000ｍ圏で、居住誘導区域を包含。
・集中備蓄倉庫は1か所、分散備蓄倉庫は2か所、貯水施設は近接して1か所存在。

〔災害リスク情報〕
・垂直避難に必要な階数 区域(浸水深0.5ｍ～3.0ｍ)は2階以上。

区域(浸水深3.0ｍ～5.0ｍ)は3階以上。
・(南部まちづくりセンターの場合)白川破堤後、約5時間で浸水が到達し、到達後約1時間で浸水深が約1.1ｍとなり、

避難困難になると考えられる。
・天明新川が中央部を横断し、河川橋が地区内に6か所あり、通行時には注意が必要。
・基本避難所周辺の道路幅員は約3ｍ。(市道 南高江第48号線)
・基本避難所である南部まちづくりセンター付近を含む地区の多くが、

最大約3日間浸水継続。

〔地区関連〕
・2つの校区があり、校区防災連絡会設立割合は100％。
・20の自治会があり、自主防災クラブ設立割合は100％、

地域版ハザードマップ作成割合は100％。
・21の要配慮者利用施設が存在。

課題
・建物の約4割が垂直避難困難であり、避難所のみでは対応が難しい。
・基本避難所である南部まちづくりセンターの前面道路幅員は約3ｍ。
・災害時協力企業井戸が存在せず、近接した民間施設等との連携が望ましい。

目安活用の例
１水平避難の確認

※避難に要する時間を考える際は、荒天時を想定してください。
1） 左下図(イ)を使って、自宅に一番近い避難所と自宅は、どれくらい時間がかかるか確認してください。
2） 自宅のある場所の浸水到達時間を確認してください
3） 1)と2)の時間を比べて、浸水するまでに避難所に避難ができるかを確認してください。

２垂直避難の確認
※一般的な住宅は、1階の天井の高は地面から3m、2階の天井の高さは地面から5ｍです。

4） 左上図（ア）を使って、自宅の浸水深を確認し、垂直避難が可能か確認してください。

３備蓄量の確認
5）上図(ウ)を使って、浸水継続時間を確認し、備蓄する品物や容量を確認してください。

（例：食料、飲料水、生活必需品等）

【(参考資料)個別の分析結果(⑬川尻地区)】 

(ウ)浸水継続時間と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安となる情報と個別の課題(⑬川尻地区) 
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〇基本避難所
西部公民館（2階建）
最大浸水深：1.9ｍ
2階床高：4.8ｍ
収容人数：96人

使用データ

〇 今回使用したデータは、想定最大規模
の浸水想定区域。

〇 本地区の前提となる降雨は、白川流域
の２日間総雨量８６０ｍｍ｡

（※参考情報）
・平成２４年九州北部豪雨での１時間雨

量は最大１２４ｍｍ、２４時間雨量は
４９３ｍｍ（気象台資料）

・ 令和２年７月豪雨では、最大の２４時間
降水量が、489ｍｍ(球磨郡湯前町)

想定最大規模の大雨により、河川水位が、
氾濫注意水位を超える

避難判断水位を超える

氾濫危険水位を超える

浸水深が最大（図の通り）に達する

いずれかの場所で浸水が続く

5h

7h

24h

発災

避難勧告・
避難指示等※2

避難準備・
高齢者等避難情報※2

白川が氾濫する

0.5m(6h)

0m(5h)
60分

〇白川の破堤は、9k600地点(田崎橋付近)が破堤してから
の経過時間としている。

1.1m(12h)
360分

浸水深 0.5ｍ未満

浸水深 0.5ｍ以上3.0ｍ未満

浸水深 3.0ｍ以上5.0ｍ未満
浸水深 5.0ｍ以上10.0ｍ未満

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

危
険
度

高

低

基本避難所※1

指定避難所※2

※1：避難情報発令時に開設する避難所

※2：災害の危険性がなくなるまで必要な
期間滞在することを目的とした避難所

河川

浸水深（想定最大規模）
凡例

(参考)城山小学校付近での破堤後の時間
経過と浸水深イメージ

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等
も発令する場合があり、必ずしも本時系列
の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・
避難指示等は、降雨状況等を含め総合的に
判断し発令されるため、必ずしもこの通り
ではない。

※3:居住誘導区域内に浸水が到達する時間を
示している(参考図の箇所とは限らない)

居住誘導区域における浸水に関する時系列※1

居住誘導区域の一部※3で浸水が発生

【(参考資料)個別の分析結果(⑭城山地区)】 

 (ア)浸水深と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)浸水到達時間と都市情報の組み合わせ 
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都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

集中備蓄倉庫

分散備蓄倉庫

災害時協力企業井戸

市道など

国道

県道

配水池・貯水池など

浸水継続時間（想定最大規模）
凡例

危
険
度

高

低

浸水継続時間 24時間以上72時間未満

浸水継続時間 12時間以上24時間未満

浸水継続時間 12時間未満

〔基礎情報〕
・地区内人口は、18,778人で、人口密度は41.5人/ha 。
・地区内高齢者割合は、26.7％。

〔防災基盤（避難所関連情報等）〕
・基本避難所は、西部公民館

約2,400ｍ圏で、居住誘導区域を包含。2階建（収容人数約96人）、床高4.8ｍ、最大浸水深1.9ｍ(※居住誘導区域外)
・指定避難所は2か所（城山小学校、高橋小学校）。

約1,000ｍ圏で、居住誘導区域を包含。
・集中備蓄倉庫はなし、分散備蓄倉庫は3か所、貯水施設・災害時協力企業井戸は近接して3か所存在。

〔災害リスク情報〕
・垂直避難に必要な階数 区域(浸水深0.5ｍ～3.0ｍ)は2階以上。

区域(浸水深3.0ｍ～5.0ｍ)は3階以上。
・(城山小学校付近の場合)白川破堤後、約5時間で浸水が到達し、到達後約1時間で浸水深が約0.5ｍとなり、

避難困難になると考えられる。
・北部を白川が横断し、河川橋が地区内に3か所あり、通行時には注意が必要。
・基本避難所周辺の道路幅員は約6ｍ。(市道 城山下代4丁目城山薬師2丁目第1号線)
・基本避難所である西部公民館付近を含む地区の多くが、最大約3日間浸水継続。

〔地区関連〕
・5つの校区があり、校区防災連絡会設立割合は100％。
・53の自治会があり、自主防災クラブ設立割合は72％、

地域版ハザードマップ作成割合は30％。
・22の要配慮者利用施設が存在。

課題
・建物の約4割が垂直避難困難であり、避難所のみでは対応が難しい。
・自主防災クラブ結成割合が約72％、地域版ハザードマップ作成割合が約30％であり、地区のソフト基盤

が充実していない。

(⇒自宅の階数について、事前の確認が重要)

(⇒事前の避難行動に関して、マイタイムラインの作成が重要)

(⇒自宅付近の浸水継続時間を確認し、事前に備蓄を確保することが重要)

(⇒水平避難する際の避難所について、事前の確認が重要)

目安活用の例
１水平避難の確認
※避難に要する時間を考える際は、荒天時を想定してください。

1） 左下図(イ)を使って、自宅に一番近い避難所と自宅は、どれくらい時間がかかるか確認してください。
2） 自宅のある場所の浸水到達時間を確認してください
3） 1)と2)の時間を比べて、浸水するまでに避難所に避難ができるかを確認してください。

２垂直避難の確認
※一般的な住宅は、1階の天井の高は地面から3m、2階の天井の高さは地面から5ｍです。

4） 左上図（ア）を使って、自宅の浸水深を確認し、垂直避難が可能か確認してください。

３備蓄量の確認
5）上図(ウ)を使って、浸水継続時間を確認し、備蓄する品物や容量を確認してください。

（例：食料、飲料水、生活必需品等）

【(参考資料)個別の分析結果(⑭城山地区)】 

(ウ)浸水継続時間と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安となる情報と個別の課題(⑭城山地区) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

８章 防災指針 

158 

〇基本避難所
花園まちづくりセンター（2階建）
最大浸水深：3.8ｍ
2階床高：4.3ｍ
収容人数：63人

使用データ

〇 今回使用したデータは、想定最大規模
の浸水想定区域。

〇 本地区の前提となる降雨は、白川流域
の２日間総雨量８６０ｍｍ｡

（※参考情報）
・平成２４年九州北部豪雨での１時間雨

量は最大１２４ｍｍ、２４時間雨量は
４９３ｍｍ（気象台資料）

・ 令和２年７月豪雨では、最大の２４時間
降水量が、489ｍｍ(球磨郡湯前町)

想定最大規模の大雨により、河川水位が、
氾濫注意水位を超える

避難判断水位を超える

氾濫危険水位を超える

浸水深が最大（図の通り）に達する

いずれかの場所で浸水が続く

6h

8h

22h

発災

避難勧告・
避難指示等※2

避難準備・
高齢者等避難情報※2

白川が氾濫する

2.5m(8h)

0m(7h)

60分

〇白川の破堤は、9k600地点(田崎橋付近)が破堤してから
の経過時間としている。

3.3m(9h)

60分

浸水深 0.5ｍ未満

浸水深 0.5ｍ以上3.0ｍ未満

浸水深 3.0ｍ以上5.0ｍ未満
浸水深 5.0ｍ以上10.0ｍ未満

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

危
険
度

高

低

基本避難所※1

指定避難所※2

※1：避難情報発令時に開設する避難所

※2：災害の危険性がなくなるまで必要な
期間滞在することを目的とした避難所

河川

浸水深（想定最大規模）
凡例

(参考)花園まちづくりセンター付近での
破堤後の時間経過と浸水深イメージ

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等
も発令する場合があり、必ずしも本時系列
の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・
避難指示等は、降雨状況等を含め総合的に
判断し発令されるため、必ずしもこの通り
ではない。

※3:居住誘導区域内に浸水が到達する時間を
示している(参考図の箇所とは限らない)

居住誘導区域における浸水に関する時系列※1

居住誘導区域の一部※3で浸水が発生

【(参考資料)個別の分析結果(⑮上熊本地区)】 

 (ア)浸水深と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)浸水到達時間と都市情報の組み合わせ 
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具
体
的
な
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策 

都市機能誘導区域
居住誘導区域

垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

集中備蓄倉庫

分散備蓄倉庫

災害時協力企業井戸

市道など

国道

県道

配水池・貯水池など

浸水継続時間（想定最大規模）
凡例

危
険
度

高

低

浸水継続時間 24時間以上72時間未満

浸水継続時間 12時間以上24時間未満

浸水継続時間 12時間未満

・北西部の井芹川とその支流に囲まれた箇所には、近接した基本避難所及び指定避難所がない
ため、民間施設等との連携が望ましい。

・地域版ハザードマップ作成割合が約48％であり、地区のソフト基盤が充実していない。

〔基礎情報〕
・地区内人口は、13,541人で、人口密度は45.6人/ha 。
・地区内高齢者割合は、 27.2％。

〔防災基盤（避難所関連情報等）〕
・基本避難所は、花園まちづくりセンター

約2,400ｍ圏で、居住誘導区域を包含。2階建（収容人数約63人）、床高4.3ｍ、最大3.8ｍ浸水
・指定避難所は3か所（池田小学校、京陵中学校、井芹中学校）。

約800ｍ圏で、居住誘導区域を包含。ただし、北部の井芹川とその支流に囲まれた箇所には、
近接した指定避難所がない。

・集中備蓄倉庫は1か所、分散備蓄倉庫は3か所、災害時協力企業井戸は1か所存在。

〔災害リスク情報〕
・垂直避難に必要な階数 区域(浸水深0.5ｍ～3.0ｍ)は2階以上。

区域(浸水深3.0ｍ～5.0ｍ)は3階以上。
区域(浸水深5.0ｍ～10.0ｍ)は5階以上。

・(花園まちづくりセンター付近の場合)白川破堤後、7時間で浸水が到達し、到達後約1時間で浸水深が約2.5ｍとなり、
避難困難になると考えられる。

・井芹川が居住誘導区域を縦断し、河川橋が区域内に7か所あり、通行時には注意が必要。
・基本避難所周辺の道路幅員は約6ｍ。

（市道 花園5丁目2丁目第1号線）
・地区の多くが、最大約1日間浸水継続。

〔地区関連〕
・2つの校区があり、校区防災連絡会設立割合は100％。
・23の自治会があり、自主防災クラブ設立割合は100％、

地域版ハザードマップ作成割合は約48％。
・52の要配慮者利用施設が存在。

課題

目安活用の例
１水平避難の確認
※避難に要する時間を考える際は、荒天時を想定してください。

1） 左下図(イ)を使って、自宅に一番近い避難所と自宅は、どれくらい時間がかかるか確認してください。
2） 自宅のある場所の浸水到達時間を確認してください
3） 1)と2)の時間を比べて、浸水するまでに避難所に避難ができるかを確認してください。

２垂直避難の確認
※一般的な住宅は、1階の天井の高は地面から3m、2階の天井の高さは地面から5ｍです。

4） 左上図（ア）を使って、自宅の浸水深を確認し、垂直避難が可能か確認してください。

３備蓄量の確認
5）上図(ウ)を使って、浸水継続時間を確認し、備蓄する品物や容量を確認してください。

（例：食料、飲料水、生活必需品等）

【(参考資料)個別の分析結果(⑮上熊本地区)】 

(ウ)浸水継続時間と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安となる情報と個別の課題(⑮上熊本地区) 
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使用データ

〇 今回使用したデータは、想定最大規模
の浸水想定区域。

〇 本地区の前提となる降雨は、白川流域
の２日間総雨量８６０ｍｍ｡

（※参考情報）
・平成２４年九州北部豪雨での１時間雨

量は最大１２４ｍｍ、２４時間雨量は
４９３ｍｍ（気象台資料）

・ 令和２年７月豪雨では、最大の２４時間
降水量が、489ｍｍ(球磨郡湯前町)

想定最大規模の大雨により、河川水位が、
氾濫注意水位を超える

避難判断水位を超える

氾濫危険水位を超える

浸水深が最大（図の通り）に達する

いずれかの場所で浸水が続く

2h

7h

21h

発災

避難勧告・
避難指示等※2

避難準備・
高齢者等避難情報※2

白川が氾濫する

２

熊本城

白川

〇基本避難所
五福まちづくりセンター（2階建）
最大浸水深：2.8ｍ
2階床高：4.0ｍ

熊本
市役所

坪井川

坪井川

〇指定避難所
五福小学校

〇指定避難所
慶徳小学校

〇指定避難所
一新小学校

〇指定避難所
西山中学校

〇指定避難所
春日小学校

〇指定避難所
森都心プラザ

0.6m(2.5h)

1.7m(3h)

2.7m(4h)

3.5m(5h)

4.6m(7h)

4.9m(9h)

0m(2h)

30分

60分

60分

120分

120分

〇白川の破堤は、まず9k600付近(田崎橋付近)  で発生し
その後約1時間後に13k400付近(大甲橋付近)で発生する
条件としている。右図の経過時間は9k600付近が破堤
してからの経過時間としている。 30分

浸水深 0.5ｍ未満

浸水深 0.5ｍ以上3.0ｍ未満

浸水深 3.0ｍ以上5.0ｍ未満
浸水深 5.0ｍ以上10.0ｍ未満

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

危
険
度

高

低

基本避難所※1

指定避難所※2

※1：避難情報発令時に開設する避難所

※2：災害の危険性がなくなるまで必要な
期間滞在することを目的とした避難所

河川

浸水深（想定最大規模）
凡例

(参考)熊本市役所付近での破堤後の時間
経過と浸水深イメージ

※1:風水害時には同時に、土砂災害警戒情報等
も発令する場合があり、必ずしも本時系列
の通りではない。

※2:避難準備・高齢者等避難情報、避難勧告・
避難指示等は、降雨状況等を含め総合的に
判断し発令されるため、必ずしもこの通り
ではない。

※3:居住誘導区域内に浸水が到達する時間を
示している(参考図の箇所とは限らない)

居住誘導区域における浸水に関する時系列※1

居住誘導区域の一部※3で浸水が発生

【(参考資料)個別の分析結果(⑯中心市街地)】 

 (ア)浸水深と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)浸水到達時間と都市情報の組み合わせ 
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８
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７
章 

具
体
的
な
施
策 

都市機能誘導区域
居住誘導区域
垂直避難困難と考えられる建物

垂直避難可能と考えられる建物

集中備蓄倉庫

分散備蓄倉庫

災害時協力企業井戸

市道など

国道

県道

配水池・貯水池など

浸水継続時間（想定最大規模）
凡例

危
険
度

高

低

浸水継続時間 24時間以上72時間未満

浸水継続時間 12時間以上24時間未満

浸水継続時間 12時間未満

〔基礎情報〕
・地区内人口は、33,259人で、人口密度は61.7人/ha。
・地区内高齢者割合は、24.9％。

〔防災基盤（避難所関連情報等）〕
・防災拠点（熊本市役所本庁舎）が存在。
・基本避難所は、五福公民館

約2,400ｍ圏で、居住誘導区域を包含。2階建（収容人数約51人）、床高4.0ｍ、最大2.8ｍ浸水
・指定避難所は7か所（五福小学校、慶徳小学校、くまもと森都心プラザ、一新小学校、西山中学校、春日小学校、中央公民館）。

約500ｍ圏で、居住誘導区域を包含。
・集中備蓄倉庫は2か所、分散備蓄倉庫は6か所、災害時協力企業井戸は7か所存在。

〔災害リスク情報〕
・垂直避難に必要な階数 区域(浸水深0.5ｍ～3.0ｍ)は2階以上。

区域(浸水深3.0ｍ～5.0ｍ)は3階以上。
区域(浸水深5.0ｍ～10.0ｍ)は5階以上。

・(熊本市役所付近の場合)白川破堤後、2時間で浸水が到達し、到達後約30分で浸水深が約0.6ｍとなり、
避難困難になると考えられる。

・手取本町地下道、田崎地下道が存在。また、河川橋が13か所存在し、通行時には注意が必要。
・基本避難所周辺の道路幅員は約8.0ｍ。（主要地方道 熊本高森線）
・地区内の浸水継続時間は最大約3日間。
・垂直避難困難な建物が、48％存在。(※想定最大規模時)

〔地区関連〕
・7つの校区があり、校区防災連絡会設立割合は29％。
・92の自治会があり、自主防災クラブ設立割合は63％、

地域版ハザードマップ作成割合は15％。
・162の要配慮者利用施設が存在。

・地区内人口が多く、人口密度が高いため、避難所のみでは、対応が難しい。
・防災拠点である、市役所周辺でも5.0ｍ以上浸水する。
・校区防災連絡会結成割合が約29％、自主防災クラブ結成割合が約63％、

地域版ハザードマップ作成割合が約15％であり、地区のソフト基盤が充実していない。
・熊本市役所付近は、浸水が約3日間継続するため、復旧が遅れる可能性がある。
・集中備蓄倉庫である、白川公園も浸水する。

課題

目安活用の例
１水平避難の確認

※避難に要する時間を考える際は、荒天時を想定してください。
1） 左下図(イ)を使って、自宅に一番近い避難所と自宅は、どれくらい時間がかかるか確認してください。
2） 自宅のある場所の浸水到達時間を確認してください
3） 1)と2)の時間を比べて、浸水するまでに避難所に避難ができるかを確認してください。

２垂直避難の確認
※一般的な住宅は、1階の天井の高は地面から3m、2階の天井の高さは地面から5ｍです。

4） 左上図（ア）を使って、自宅の浸水深を確認し、垂直避難が可能か確認してください。

３備蓄量の確認
5）上図(ウ)を使って、浸水継続時間を確認し、備蓄する品物や容量を確認してください。

（例：食料、飲料水、生活必需品等）

【(参考資料)個別の分析結果(⑯中心市街地)】 

(ウ)浸水継続時間と都市情報の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安となる情報と個別の課題(⑯中心市街地)※居住誘導区域の情報を中心に記載 
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【(参考資料)高潮浸水想定区域図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水深 2.0ｍ以上 5.0ｍ未満 

浸水深 5.0ｍ以上 

市街化区域 

居住誘導区域 

河川 

市域 

凡例 

浸水深 0.5ｍ未満 

浸水深 0.5ｍ以上 2.0ｍ未満 



 

 

 

８章 防災指針 

３
章 

熊
本
市
に
お
け
る
立
地
適
正
化
計
画 

１
章 

立
地
適
正
化
の
概
要 

２
章 

熊
本
市
を
取
り
巻
く
現
状
把
握
等 

４
章 

都
市
機
能
誘
導
区
域 

５
章 

誘
導
施
設 

６
章 

居
住
導
区
域 

９
章 

目
標
値
の
設
定 

10
章 

施
策
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価
方
法 

163 

８
章 

防
災
指
針 

７
章 

具
体
的
な
施
策 

【(参考資料)浸水実績図】 
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【(参考資料)津波浸水想定区域(熊本市部分 1/3)】 
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【参考資料)津波浸水想定区域(熊本市部分 2/3)】 
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【参考資料)津波浸水想定区域(熊本市部分 3/3)】 

 


